
　　　　　　　　　■ 庄原いちばんづくりの３つの基本政策に沿った事業を紹介します主な事業

比婆牛ブランド化推進
４，１０４万円

　比婆血統和牛の繁殖および肥育頭数の
拡大を引き続き図るとともに、ＪＡひろ
しま・全農との連携により、精肉販売ルー
トを確立し、市内外の取り扱い数量の増
加を図ります。
　また、Ｇ７広島サミットで提供され、
注目度が高まっている比婆牛のさらなる
知名度向上、販路拡大により、生産者へ
の還元につなげていきます。

有害鳥獣処理施設整備事業
２億円

　捕獲したイノシシなどを受け入
れ、食肉加工などを行っている現在
の処理加工施設は、捕獲頭数の増加
に伴う保存スペースなどの不足や、
ニホンジカの受け入れに対応できな
いことから、新たな処理加工施設を
整備します。

原木供給・需要促進事業奨励金
２，３８０万円【新規】

　市内で伐採された原木を出荷す
る森林所有者と、市場などを通じて
購入する市内製材事業者に対する
奨励金制度を創設。庄原産材を利用
した製材を促進し、知名度と価値の
向上によるブランド化を進めるこ
とにより「儲かる循環型林業」を推
進します。

「地域産業」のいちばん

●中小企業振興対策 5,270万円 ●新規就農者支援事業 3,363万円 ●循環型林業推進補助金 2,164万円

子どもたちと多世代の集いの場整備事業
３，３６９万円

　子育て世代をはじめ、誰もが気軽
に集い・憩うことのできる「子ども
たちと多世代の集いの場」を整備。上
野総合公園を候補地に、多様な交流
を促進するとともに、周辺施設との
相乗効果によるにぎわいの創出、交
流人口・関係人口の増加を図ります。

ＪＲ芸備線・木次線利用促進事業
１，５１３万円

　芸備線再構築協議会で再構築に向け
て協議が始まったＪＲ芸備線につい
て、ＪＲ通学定期券の購入費用を補助
するとともに、ＪＲ通学の利用状況や
ニーズを把握するなど、新たな事業に
よる新規利用者の掘り起こしを図るほ
か、木次線を含めた利用促進につなが
る取り組みを展開します。

保育所ＩＣＴシステムの導入
２，２４７万円【新規】

　保護者との連絡、園児情報や健診
履歴など保育関連業務に特化した
ＩＣＴシステムを導入することで、
園児の登園および降園の確実な把握
や、保育情報の共有による保育サー
ビスの充実を図ります。

「暮らしの安心」のいちばん

●市道沿い森林等環境整備事業 2,000万円 ●生活困窮者などの支援 1,673万円 ●庄原市の医療に係る調査事業 398万円

庄原いちばんづくり留学事業
４，１７５万円【新規】

　全国の若者に本市を「知ってもら
い・来てもらい」、仕事や暮らしに挑
戦・体験してもらう「庄原いちばん
づくり留学」を実施。参加者と市、地
域の人たちと一緒に地域の活性化に
向けた取り組みを進めるとともに、
本市への移住を促し「選んでもらう」
ことで、人口減少の抑制を図ります。

至学館大学との包括連携協定に基づく連携事業
４７４万円【新規】

　至学館大学と令和５年６月に締結
した包括連携に関する協定に基づ
き、同大学の強みである「健康づく
り」や「アスリート育成」などの分野
における相互連携を図るとともに、
連携内容に関する意見交換を行うこ
とで、今後取り組む事業を検討して
いきます。

庄原ファンクラブ事業
７６１万円

　若者会員の増加に向け、LINE など
の情報発信ツールを活用した取り組
みを強化するとともに、会員相互の
交流イベントや会員への新たな特典
の拡充などの取り組みを進めること
で、関係人口の創出による活力のあ
るまちづくりを目指します。

「にぎわいと活力」のいちばん

●アウトドア施設整備事業 6,296万円　●交流宿泊施設整備事業 2億3,502万円 ●自治振興区の運営支援 2億6,929万円

歳　入 　　　　　　　　　

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

市税 1,110万円 1,074万円

未利用財産の利活用など 400万円 259万円

ふるさと応援寄附金 300万円 300万円

歳入合計（A） 1,810万円 1,633万円

歳　出　　　　　　　　　　　

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

繰出金 ▲1,324万円 ▲1,937万円
公債費 ▲5,126万円 ▲5,126万円
普通建設事業
充当一般財源 ▲2,000万円 ▲843万円

歳出合計（B）▲8,450万円▲7,906万円

効果額および目標額の合計  

合　計 目標額 当初予算
取組効果額

合計（B-A）▲１億260万円 ▲9,539万円

第２期持続可能な財政運営プランによる取組効果額
令和６年度当初予算における第２期持続可能な財政運営プラン～後期実施計画～による取組効果額は次のとおりです。

令和５年度庄原市小・中学校一斉学力調査から（１月11日～ 17 日実施）令和５年度庄原市小・中学校一斉学力調査から（１月11日～ 17 日実施）

教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184

「主体的・対話的で深い学び」の「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善実現に向けた授業改善

　市教育委員会は、市内小・中学校の児童生徒を対象に、「庄原市小・中学校一斉学力調査」を行いました。
　本調査は、児童生徒一人一人に「基礎・基本の力」や「活用する力」が定着しているかを全国的な視野
で把握し、各学校での授業改善や学習指導の充実を図ることを目的としています。
　実施教科は次のとおりです。
▶小学１・２年生…国語・算数   　　　　　　  ▶小学３・４・５年生…国語・社会・算数・理科
▶小学６年生…国語・社会・算数・理科・英語
▶中学１・２年生…国語・社会・数学・理科・英語

　結果はグラフのとおりです。全学年・全教科において、全国平均正答率を
上回っており、おおむね学力は定着しているといえます。児童生徒の学ぶ意
欲を高める学習課題や問いかけの工夫、一人一人が考え、お互いの考えを伝
え合う授業の組み立てを行うなど、取り組みの成果が見られました。
　これからも各学校では、児童生徒一人一人の結果を全教職員で共有し、児
童生徒のさらなる学力の向上に向けて改善計画を立てるとともに、「主体的・
対話的で深い学び」の実現に向け、交流や議論を通して思考を深める授業内
容の工夫・改善に取り組んでいきます。

各教科の平均正答率各教科の平均正答率
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